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.ガス界として再生可能エネルギー入の義

今回東日本大災を受けて、特に、エネルギー分野ては原子力発電の見直し

それに伴う再生可能エネルギーへの更なる期待

再生丁能エネルギーの入は大きな命題木質バイオマス利用も入課のひとつ

く発電力量の内訳(億kwh)設備容量の内訳(万kw)
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楽2030年の「再生エネルギー等」には2010年産省「エネルギー基本計回」より

2030年、力の50%は原子力てまかなう基本方針は大幅見直しに

再生可能エネルギーと石炭、LNG火力が中心に
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2カス業界の再生可能エネルギー入1』ついて

ガス業界の考える木バイオマスのエネルギー利用
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ガス会社はさまざまな分再生可能工才ギの導入に努めてしる
力木質バイオマス利は、業用分野に空調分野力っと
可能がーい分野
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家庭用分野太光発と天然ガス発電燃料也スマートハウス構想

業務用分野再生可能エネルギーによる冷暖房と天然ガス冷暖房

(太熱、バイオマス焚き冷品水機の入促進)

産業用分野食品残澄のバイオガスのオンサイト痢用

下水道・こみからのバイオガス化とガス管受入れ

輸送分野バイオガス自動車の普及

その他スマトグリツド活用による再生7能エネルギーの入促進

ビレ空調ヘの木バイオマスの展開
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ガス会社もさうなる再生可能エネjギー入ヘ
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バイオマス熱利用拡大を検討
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3カス業界の木質ハイオマスの工才ルギー利用

ビレ空ヘの木バイオマスの展開

ガス会社力考える再生可能エネルギーを最大限取j入れた冷暖房システムのイメージ
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3カス業界の木質ハイオマスの工才ルギー利用

ビレ空調ヘの木バイオマスの展開

太陽光熱バネル
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目的業務用空弱分野ヘの再生可能エネルギーの導入比率のアッブとバイオマスの熱利用拡大

1バイオマス燃料焚吸収式冷温水器と都市ガス焚き冷温水器を組み合わせたシステムの開発
利用促進。

②「ソーラー吸収冷温水機」のさらなるC02削減効果アッブ
太陽熱冷暖房システムとバイオマス焚き冷温水器のペストな制による最適システム
構築による太陽熱利用の促進

③都市部での昔及課題の抽出

1_

昔及ヘの課題

①供給ペレットの性状と、瓦礫系棄物ペレット他バーク等の利用可否
現状木部ペレットのみ
全木部ペレットはサンプル認後利用可否判断バークペレットは利用不可

②焼却灰の利用の有効利用可否
現状焼却灰は産業棄物肌料・その他資材ヘの利用可否の検討

③イニシャルコストとランニングコスト
・機器のイニシャルコスト天然ガス焚きと比較し、15-2倍割高
イニシャル填が必要
(コストダウンは困熊貯留ホッバー、ペレット供給装置、灰分陵サイクロン等必要)
助金用条件の緩和
(油、ガス等のバックァップ必要のため木質バイオマス60%以上は熊しし、)
一括償却、固定産の減免措置要望多し

・ペレットコスト(運賃込み)kgあたり20-25円程度が理想、 40円を超えると割高
量あたり、カロリー低く、輸送,保管、灰等その他コストもかかる。

(ペレツトー定品質の確保、大雨が降ればベレットは輸送されてこない等供給の安定性の問題
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近々某大学と共門て木質ペレット焚き吸収冷温水機太陽熱吸収冷温水機の組み合わせによる実証ず予定
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4参考

1) C0オフセ主宅

燃料池と太陽光発電のみ合わせにより

熱も有効利用し、火力発のC02を
大幅削減

太光発系統力

ガス業の再生可能工才ルギの

家庭用分野太光発電太陽熱利用

電力

天然ガス
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(2)エコソヨーズ十,陽熱温水器

(ベランダ手すり設置イメージ)

給*出力が不安定な太陽熱水器を
エコジョーズがバツクアツプ

燃料池

断熱化、エネ家、燃料

導入で、C02差し引きゼロ
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業務用分野

太陽熱の利用て年間24%の都市カスを削可能に
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独立行政法人築研究所と共同開発
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4参考 ガス業界再生可能工才ルギの入

スマトエネルギーネツトワークシステム

<システム制御の一例(太光風力発の出力低下時)>
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太陽光バル弗電駈
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スマートエネルギーネツトワーク
斑斑Ⅱ

太光、力発
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隱遷漣

【効果】『スマートエネルギーネツトワーク.の省エネ、省CO.効果
.ガスコージエネレーションとその調整力を活用して迫導入できる太陽光発電を合せた効果は、
<考>ガスコージエネレーションが提供する嗣整力を活用して追入できるPV 量
.2030年の
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報通信ネツトワーク

ヲある駒臼

バイオガスの発生

ガスヒ

GAS

1電カネットワークを経由し
需要と供給がバランス状態

^

②太陽光発電の出力が低下

^
③スマートエネjレギーネット
ワークシステムにより、熱を
考慮した上で電力儒給バラ
ンスを取るための最適制御
計回を立案

工

カス業の再生可能工才ルギの導入

大阪カス会社のバイオカス関連技開発のケス
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4 考
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ガス業界の再生可工才ルギ

大阪ガスの木バイオマス利用技

一答""〕"

木 バイオマスのメタン発酵促進技ヘの取り組み

既存のバイオガスについて理・利用技を開

.

在

白色理・蒸気爆・

バイオガス化研究
寮郁大学農学郁渡辺研究と共

未痢用資源のバイオガス化を推進する為、OG独自で発生技

.

清掃工場での生こみ高効バイオガス化

生こみまるごとバイオガス化

の導入

のケース

低コストガス精製設備(OG)

霊金
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し、利用を促進

利用

バイオガスエンジン(OG)
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80万m3N/年 45MJ換算

こ庭等

ガス業界の再生可能エネルギーの入

バイオガス注入実証業神戸市のケース
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の精製バイオガスを導受入れ

バイオカス都市ガス管庄入実証事業今回

.

度製された

イオガスの取「こうベバイオガス」の
都市ガスとしての高度設備を建設・運
供

ガス導

消化ガス

消化タンク

CH4:約60%

C02:約40%

位発熱量瀧23MJznL叶^1

(株)神鋼環境ソリユーシヨン__控亘直_

導管注入量幽初)

低炭素循環型のまちづくり

精製ガス
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消化ガス精製装置 中圧ガスタンク
.^1

CH4:97%以上

C02:3%以下
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自動車燃料

評ある飼臼そ
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量成分除

「こうベバイオガス

の供給等

80万m3 /年(45MJ換算

都市ガス供用

N

こうペバイオガ 市バス
ステーシ' 配竃

・08年4月より運転開始
・充填台:10,650台/年
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4参

熱

ガス業界生可能エネルギーの'入

神戸市におけるバイオガス導管注入実証事業②

成分

消化ガス

消化タンク 消化ガス精製装置 中圧ガスタンク

CH4:約60% CH4:97%以上

C02:約40% C02:3%以下

高位発塾量」_2豊.M山皿X_1 高位発熱量:約39MJ/m3

付臭を実し天然ガスとまったく同性状に

次精製
ス

2011年9月稼動始予定

海外(オーストラリア)

熱調・付臭装置

熱量*45MJ/m3N

=12~16m m3、

モニタリング:熱量,温度,圧力,ガス

ハレソト4 皿力所13万W(210ok樹X63

2011年6月動閥始予定
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ガスニ次精製装置
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大阪カスの発電事業風力発事業を含む近地方

二酸化炭素除去装置

C02・05%以下

成(CH4, C02, 02, T-S等),

カス業界の再生可能工才ルギの

大阪カスの力発

俊

ガスメーター

極碕発暈酬 6?.37α【W

酸素除去装置

02・0.01%以下

貞等
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大阪ガスの風力発事業

その他国内(四国)
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